
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「浸水危険度マップ（洪水ハザードマップ）作成」 
 

資料-３      （2007/02/27） 

第６回 琵琶湖湖南流域  

水害に強い地域づくり協議会 



 

Ⅰ.浸水危険度マップ 

 

１．浸水危険度マップ 

1.1 浸水危険度マップの概要 

定義：浸水の危険度を発生頻度毎に区別して示した図 

目的：水害に対するリスクを把握すること 

活用：今後の地域のあり方（土地利用のあり方、住居の建て方、住まい方等）〔高頻度版〕 

住民が安全かつ迅速に避難するための情報〔洪水ハザードマップ版〕 

 

1.2 対象とした規模 

(a)  高頻度（確率規模：1/20,1/30） 

(b)  中頻度（確率規模：1/40,1/50） 

(c)  低頻度 （確率規模：計画規模相当（大河川）、既往最大（琵琶湖））： 

洪水ハザードマップ版 

 

２．浸水危険度マップに関する本年度の検討及び実施概要 

2.1 浸水危険度マップ（高頻度版） 

昨年度、草津市において、浸水危険度マップ（高頻度版）の都市計画用、農政用の図面

を作成した。 

公表に応じて閲覧が想定されることから、10mメッシュでの浸水深を記述した図面（確

率規模別：1/20,1/50,1/100）を作成した。これにより、一戸単位レベルでの浸水深が判別で

き、浸水対策においてより具体的な対応ができるようにした。 

 

2.2 浸水危険度マップ（洪水ハザードマップ版） 

洪水ハザードマップについては、大津市、草津市、野洲市において現在作成中である。

本協議会では、草津市におけるハザードマップ作成に当たり、ベースとなる浸水区域図の

提供やはん濫のメカニズムの説明など作成に関わる支援を協議会として行った。 

高頻度版（確率規模：1/20,1/30,1/40,1/50）
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洪水の規模は、概ね20～30年に1
回程度の大雨を想定しています。
氾濫形態としては、琵琶湖の内水
氾濫が考えられます。
この程度の洪水は、人的被害は無
いものの、比較的低い位置に存在
する田や畑などの農地に被害を与
える可能性があります。

洪水の規模は、概ね40～50年に1
回程度の大雨を想定しています。
氾濫形態としては、琵琶湖の内水
氾濫が考えられます。
この程度の洪水は、一部家屋の浸
水被害をもたらすとともに、比較
的広い範囲に及んで田や畑などの
農地に被害を与える可能性があり
ます。

洪水の規模は、概ね100年に1回
程度の大雨（計画規模以上）を
想定しています。
氾濫形態としては、琵琶湖の内
水氾濫および〇〇川の外水氾濫
が考えられます。
この程度の洪水は、地域一体に
壊滅的な被害を与えると考えら
れ、後の生活復旧も長期化する
ことが考えられます。
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10mメッシュ浸水深図面を追加



Ⅱ.浸水危険度マップ（洪水ハザードマップ）作成 

 
 

１．協議会として浸水危険度マップ作成にあたって支援を行った事項 

浸水危険度マップ（洪水ハザードマップ）作成については、草津市をモデル市として、検討を

実施した。 

協議会からは、住民意見聴取方法の提案を草津市に対して実施するとともに、洪水ハザードマ

ップ作成のワークショップにおいて、以下に示す情報提供を行った。 

①洪水ハザードマップたたき台 

②ワークショップ（グループワーク）に用いる浸水メカニズムに関する情報提供 

a) 浸水想定区域図に関する説明資料 

b) 流域図（草津川、野洲川、葉山川流域） 

c) 浸水メカニズムに関する情報 

 

２．ワークショップの全体構成 

 

 

 

ワークショップ ３回開催 
・水害に関する基礎的な情報の提供 
・浸水危険度マップの作成 
・洪水時の行動計画、平常時の備えの作成 

・住民意見聴取方法の提案 
・洪水ハザードマップたたき台 
・浸水メカニズムに関する情報提供 

参加者募集 
・一般参加者（公募、依頼） 
・行政関係者 

情報公開、広報活動 
・かわら版 
・ホームページ 

事前聞き取り調査 
・ワークショップ参加候補者の調査 
・ワークショップ参加依頼方法の検討 

協議会支援部分 
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３．草津市における取り組み（草津市より報告） 

草津市では、浸水危険度マップ（洪水ハザードマップ）を作成するにあたり、協議会から

の住民意見聴取方法の提案を受け、住民参加型のワークショップを実施する手法を採用した。 

 

3.1 “草津市洪水ハザードマップづくりワークショップ”における目標 

1) 具体の目標 

①地域住民の手により洪水ハザードマップをつくりあげる。（行政が独自に作成したものと

しない） 

②地域住民のみが知る有効な情報を洪水ハザードマップに反映させる。（避難経路・避難時

の危険個所・避難場所等に関する情報、災害時要援護者に関する情報） 

③防災及び避難意識の高揚を図る。洪水時の行動計画、平常時の備え作成。 

④洪水ハザードマップの活用方法を理解していただく。（個人・家族単位での避難や水防活

動時に実効性のある情報とする） 

⑤琵琶湖・河川の洪水災害のメカニズム（地域別にどのような被害形態となるのか）を理

解して頂く。 

2) 洪水ハザードマップ作成までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップにおける洪水ハザードマップ作成フロー図 

① 被害発生メカニズムを知って頂く 

② 洪水ハザードマップ活用方法（有効性）を理解して頂く 

④ 危険箇所、避難場所、避難経路について考えて頂く 

〔たたき台をベースとして議論して頂く〕 

⑥ ⑤の結果をもとに、ハザードマップの検証及び修正を実施

（危険箇所、避難場所、避難経路） 

⑧ 洪水ハザードマップの作成〔住民意見を図面に反映〕 

⑨ 洪水時行動計画、平常時の備えについて議論 

⑤ 現地による確認 

③ 地域の現状や課題を整理し、避難に関する要望事項をまと

め、安全に逃げるための目標を設定する。 

⑦ ハザードマップに載せる有益な情報について考えて頂く 

第１回ＷＳ 

第２回ＷＳ 

第３回ＷＳ 
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3.2 ワークショップにおける住民意見聴取項目及び議論内容 

①避難時の危険箇所の聴取（アンダーパス、浸水箇所、危険な水路、段差、障害物、危険

なマンホール、道幅、車道・歩道境界線、落石、倒木、その他） 

②避難経路 

③避難場所情報（避難場所の実状；本当に避難場所として活用できるか、その場合の問題

点等） 

④災害時の行動計画（避難にあたっての基本的なルール、役割、注意事項等） 

⑤平常時の備え 

⑥災害時要援護者に関する情報（災害時要援護者の避難のあるべき姿等） 

 

3.3 ワークショップで得られた成果 

1) かわら版 

ワークショップは３回実施し、各回での成果について“かわら版”という形でとりまとめ、

ワークショップにおける振り返りや、草津市としての取り組みをＰＲするための公表資料と

して活用した。 

 

2) 洪水ハザードマップ（案） 

洪水ハザードマップは、平成 19年 3 月末に住民に配付予定である。現時点における洪水ハ

ザードマップ（案）について以降に示す。 

 

 

 

- 8 -



 

第
２
回
草
津
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

平
成
１
８
年
１
０
月
２
９
日
（
日
）
 

★
午
前
の
部
 
午
前
１
０
時
～
１
２
時
 
現
地
見
学
 

★
午
後
の
部
 
午
後
 
１
時
～
 
４
時
 
具
体
的
な
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（案
）
を
つ
く
ろ
う
 

第
１
回
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

 

１
４
：
０
０
 

●
は
じ
ま
り
の
あ
い
さ
つ
 

１
４
：
０
５
 

●
草
津
市
山
﨑
寛
治
助
役
よ
り
あ
い
さ
つ
 

１
４
：
１
０
 

●
「
水
害
リ
ス
ク
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
 

京
都
大
学
防
災
研
究
所
 
多
々
納
裕
一
教
授
 

１
４
：
３
０
 

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
よ
う
！
 

―
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
っ
て
何
？
―

 
１
４
：
３
５
 

●
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
前
半
）
 

「
わ
が
ま
ち
・
わ
が
地
域
の
特
徴
っ
て
何
？
」
 

１
５
：
１
０
 

休
憩
 

１
５
：
１
５
 

●
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
後
半
）
 

「
わ
が
ま
ち
・
わ
が
地
域
の
 

避
難
情
報
を
整
理
し
よ
う
！
」
 

１
６
：
０
０
 

●
全
体
発
表
 

１
６
：
２
０
 

●
本
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

の
ま
と
め
 

１
６
：
２
５
 

次
回
の
お
知
ら
せ
等
 

１
６
：
３
０
 

終
了
 

 

 

わ
が
ま
ち
・
わ
が
地
域
の

 
避
難
情
報
を
整
理
し
よ
う
！

 
地
区
・
学
区
を
も
と
に
参
加
者
は
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
話
合
い
を
進
め
ま
し
た
。
 

S
T
E
P
１
―
氾
濫
特
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
河
川
や
湖
沼
・
地
形
・
土
地
利
用
・
道
路
や

鉄
道
・
歴
史
な
ど
地
域
の
特
徴
を
整
理
し
ま
し
た
 

S
T
E
P
２
―
避
難
場
所
・
避
難
経
路
・
浸
水
実
績
の

あ
る
場
所
や
、
避
難
す
る
上
で
危
険
な
場
所
な
ど
、

防
災
に
関
わ
る
地
域
の
情
報
を
整
理
し
、
地
域
の

特
徴
に
も
と
づ
い
た
避
難
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
 

 

詳
し
い
内
容
は
裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
⇒

 
☆
グ
ル
ー
プ
発
表

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
参
加

者
全
員
の
前
で
話
合
い
の
内
容
を
発
表
し
、
今
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

 
 

 
 

 
第
１
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
 

水
害
と
防
災
を
学
び
 

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
向
け
て
地
域

の
防
災
情
報
を
整
理
し
ま
し
た
 

 

第
１
回

 
草
津
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！

 
か わ ら 版 

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

 
草
津
市
は
、
洪
水
に
よ
り
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
を
示
し
た
「
草
津
市
域
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
図
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
地
図
を
用
い
て
本
年
度
中
に
、
万
が
一
の
水
害
時
に
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
迅
速
か
つ
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
「
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
つ
く
る
予
定
で
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
情
報
が
反
映
さ
れ
た
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
進
め
、
又
防
災
に
つ
い
て
学

ぶ
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
合
計
３
回
開
催
し
ま
す
。
第
1
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
平
成
１
８
年

９
月
３
０
日
に
、
草
津
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
４
０
名
の
ご
参
加
が
あ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

「
か
わ
ら
版
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

平
成
１
８
年
９
月
３
０
日
号

 

 

地
域
の
避
難
場
所
は
ど
こ
？

 
避
難
場
所
に
向
う
避
難
経
路
に

 
危
険
な
箇
所
は
な
い
か
確
認
し
よ
う
！

 

★
次
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ

 

●
問
合
せ
先
 
草
津
市
産
業
建
設
部
河
川
課
 
電
話
：
0
7
7
-
5
6
1
-
2
3
9
7
(ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
) 
F
A
X
：
0
7
7
-
5
6
1
-
2
4
8
7
 

 

京
都
大
学
防
災
研
究
所

 
多
々
納
裕
一
教
授
の
講
義
で

 
水
害
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

 

 

グ
ル
ー
プ
で

 
話
合
っ
た
内
容
を

 
参
加
者
全
員
に

 
説
明
し
ま
す

 

わ
が
ま
ち
・地
域
の

 
氾
濫
特
性
と
地
域
特
徴

か
ら
避
難
を
考
え
よ
う

 

防
災
を
学
ぶ

 
「
水
害
リ
ス
ク
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
 

京
都
大
学
防
災
研
究
所
多
々
納
裕
一
教
授
の
講
義

 
水
害
リ
ス
ク
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
「
自
分
に

で
き
る
こ
と
・
地
域
に
で
き
る
こ
と
」
を
学
び
ま
し
た
。 

●
『
敵
を
知
り
、
己
を
知
る
』
●

 
自
分
の
地
域
は
ど
の
よ
う
な
水
害
実
績
が
あ
る
の
か

知
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
備
え
が
で
き
る
か

又
必
要
な
備
え
は
何
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
。

 
…
先
生
の
講
義
か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
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ま
ず
、
４
つ
の
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
氾
濫
特
性
・
地
域
特
性
を
考
え
ま
し
た

 

 

つ
ぎ
に
、
４
つ
の
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
情
報
を
整
理
・
分
析
し
ま
し
た
 

グ
ル
ー
プ
④

 
草
津
市
北
部
及
び
野
洲
川
ブ
ロ
ッ
ク

 
《
氾
濫
特
性
》
 

琵
琶
湖
の
内
水
氾
濫
は
、
水
位
上
昇
速
度
が

緩
や
か
。
 

《
地
域
特
性
》
 

高
齢
者
が
多
い
。
常
盤
学
区
の
7
0
歳
人
口
約

8
0
0
人
。
 

地
形
は
平
坦
で
、
集
落
内
の
道
は
狭
い
が
概
ね

平
坦
で
歩
き
や
す
い
。

 

グ
ル
ー
プ
③

 
金
勝
川
及
び
草
津
市
街
地
ブ
ロ
ッ
ク

 
《
氾
濫
特
性
》

 
金
勝
川
は
天
井
川
な
の
で
、
堤
防
が
決
壊
す
る

と
河
川
の
全
て
の
水
が
氾
濫
す
る
。
葉
山
川
と

旧
草
津
川
に
挟
ま
れ
た
範
囲
を
氾
濫
流
が
流

下
す
る
。

 
《
地
域
特
性
》

 
中
心
市
街
地
が
あ
る
。

 
昔
は
天
井
川
で
氾
濫
し
た
旧
草
津
川
は
、
今
は

付
替
え
ら
れ
安
心
と
な
っ
た
。

 
グ
ル
ー
プ
②

 
草
津
市
西
部
及
び
草
津
川
下
流
ブ
ロ
ッ
ク

 
《
氾
濫
特
性
》

 
草
津
川
放
水
路
の
整
備
に
よ
り
、
天
井
川
が
平

地
化
さ
れ
氾
濫
被
害
は
大
幅
に
軽
減
。

 
《
地
域
特
性
》

 
中
小
河
川
が
多
い
。
十
禅
寺
川
、
狼
川
な
ど
で

は
浸
水
す
る
こ
と
が
多
い
。

 
 

グ
ル
ー
プ
①

 
草
津
川
上
流
ブ
ロ
ッ
ク

 

《
氾
濫
特
性
》

 
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
草
津
川
は
、
天
井
川
な
の
で
、

堤
防
が
決
壊
す
る
と
河
川
の
全
て
の
水
が
氾

濫
す
る
。

 
《
地
域
特
性
》

 
川
の
合
流
点
が
多
い
。
橋
を
渡
ら
な
け
れ
ば
他

町
に
行
け
な
い
町
も
あ
る
。

 

 

 

 

●
グ
ル
ー
プ
①
 
草
津
川
上
流
ブ
ロ
ッ
ク

 
川
・
橋
を
渡
ら
な
け
れ
ば
洪
水
時
避
難
場
所
に
到
着
で
き
な
い
。

 
洪
水
時
に
川
・
橋
を
渡
ら
な
い
で
す
む
避
難
場
所
・
避
難
経
路
を
確
保
し

た
い
。

 
●
グ
ル
ー
プ
②
 
草
津
市
西
部
及
び
草
津
川
下
流
ブ
ロ
ッ
ク

 
十
禅
寺
川
や
狼
川
な
ど
の
中
小
河
川
で
は
、
大
雨
の
た
び
に
浸

水
す
る
の
で
注
意
が
必
要
。
川
掃
除
し
て
い
な
い
の
が
気
に
な
る
…
。

 
民
間
の
施
設
を
避
難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
考
え
た
い
。
避
難

用
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
用
意
し
て
は
？

 
●
グ
ル
ー
プ
③
 
金
勝
川
及
び
草
津
市
街
地
ブ
ロ
ッ
ク

 
葉
山
川
周
辺
の
避
難
場
所
の
安
全
性
確
認
が
必
要
。
南
北
方
向
の

避
難
経
路
確
保
の
た
め
伊
佐
々
川
周
辺
の
様
子
を
確
認
し
た
い
。

 
旧
草
津
川
堤
防
を
避
難
経
路
に
つ
か
え
な
い
か
？

 
●
グ
ル
ー
プ
④
 
草
津
市
北
部
及
び
野
洲
川
ブ
ロ
ッ
ク

 
高
齢
者
が
多
い
地
域
な
の
で
、
洪
水
時
は
ま
ず
各
集
落
の

 
町
会
館
・
公
民
館
に
一
時
避
難
・
集
合
し
て
、
み
ん
な
で
安
全
な

避
難
場
所
へ
避
難
す
る
し
く
み
を
つ
く
り
た
い
。
駒
井
川
の
周
辺
は
、

よ
く
浸
水
す
る
の
で
避
難
経
路
な
ど
確
認
が
必
要
。

 

グ
ル
ー
プ

 

③
 

グ
ル
ー
プ

 

①
 

草
津
市
北
部
及
び
野
洲
川
ブ
ロ
ッ
ク

 
笠
縫
東
学
区
・
常
盤
学
区

 

グ
ル
ー
プ

 

④
 

草
津
川
上
流
ブ
ロ
ッ
ク

 
志
津
南
地
区
・
志
津
地
区
・
草
津
学
区

草
津
市
西
部
及
び
草
津
川
下
流
ブ
ロ
ッ
ク

 
矢
倉
学
区
・
老
上
学
区
・
山
田
学
区

 

グ
ル
ー
プ

 

②
 

金
勝
川
及
び
草
津
市
街
地
ブ
ロ
ッ
ク

 
大
路
地
区
・
渋
川
学
区
・
笠
縫
東
学
区
・
笠
縫
学
区

 

町
会
館
や
公
民
館
に
集
合
・
避
難
し
て

 
み
ん
な
で
安
全
な
避
難
場
所
に
避
難
！

 
洪
水
時
は
旧
草
津
川
の
堤
防
を

 
避
難
経
路
に
つ
か
え
な
い
か
？

 

十
禅
寺
川
、
狼
川
な
ど
の
中
小
河
川
の

 
浸
水
に
注
意
必
要
！

 
洪
水
時
に
川
を
渡
ら
ず
に
避
難
場
所
に

 
到
達
で
き
る
避
難
経
路
を
考
え
た
い

 

 

④
  

③
 

 

②
 

 

①
 

琵 琶 湖 

大
津
市

 

栗
東
市

 

守
山
市

 

話
合
い
の
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
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９
月
に
ス
タ
ー
ト
合
計
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
 

 

１
４
：
０
０
 
は
じ
ま
り
の
あ
い
さ
つ
 

１
４
：
０
５
 
●
草
津
市
長
 
伊
庭
嘉
兵
衞
 
あ
い
さ
つ
 

１
４
：
１
０
 
●
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ふ
り
か
え
り
 

１
４
：
１
５
 
●
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
成
果
を
受
け
て
 

草
津
市
産
業
建
設
部
河
川
課
よ
り
説
明
 

 
●
洪
水
に
つ
い
て
学
ぶ
「情
報
入
手
」
 

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
琵
琶
湖
河
川
事
務
所

滋
賀
県
土
木
交
通
部
河
港
課

 
１
４
：
２
５
 
★
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
 

『
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
(
案
)
を
完
成
さ
せ
よ
う
！
』
 

『
行
動
計
画
を
考
え
よ
う
！
』
 

１
５
：
３
０
 
休
憩
 

１
５
：
４
０
 
中
間
発
表
 

１
６
：
１
０
 
中
間
講
評
 

１
６
：
２
０
 
★
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
 

１
６
：
４
０
 
●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め
 

１
６
：
５
０
 
●
草
津
市
の
洪
水
に
対
す
る
と
り
く
み
 

１
７
：
０
０
 
●
全
体
講
評
 

京
都
大
学
防
災
研
究
所
 
多
々
納
裕
一
教
授
 
 

１
７
：
０
５
 
お
わ
り
の
あ
い
さ
つ
 
草
津
市
産
業
建
設
部
 

１
７
：
１
０
 
 終
了
 

●
 
洪
水
を
学
ぶ
 

『
水
害
リ
ス
ク
に
強
い
地
域
づ
く
り
』
 

●
 
わ
が
ま
ち
の
避
難
情
報
を
整
理
し
よ
う
！
 

地
域
の
特
徴
や
、
避
難
に
関
す
る
情
報
を
整
理

し
ま
し
た
。
 

●
 
洪
水
を
学
ぶ
 

『
草
津
市
域
に
お
け
る
洪
水
に
つ
い
て
』
 

●
 
現
地
を
観
察
・
現
地
で
発
見
（現
地
見
学
）
 

●
 
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
案
）を
つ
く
ろ
う
！
 

現
地
見
学
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
案
）づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
 

草
津
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

 
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
も
ち
ま
し
て
「
草
津
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

 
多
く
の
ご
意
見
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
★
今
後
の
予
定
…
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
成
果
に
も
と
づ
き
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
製
作
・
印
刷
を
行
い
、
今
年
度
中
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

配
布
等
に
つ
い
て
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
(
案
)
の
完
成
●
 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

成
果
に
も
と
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
マ
ッ
プ
(
案
)
を
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
囲
み
質
疑
応
答
と
最
終
確
認
の
話
合

い
を
行
い
ま
し
た
。
 

地
図
の
裏
面
に
掲
載
す
る
事
柄
に
つ
い
て
も
、
考
え
ま

し
た
。
 

●
『
災
害
で
落
す
な
命
！
』
●

 
次
に
、
災
害
時
の
行
動
や
平
常
時
の
備
え
に
つ
い
て

話
合
い
を
進
め
ま
し
た
。
 

京
都
大
学
防
災
研
究
所
の
多
々
納
先
生
か
ら
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
「
避
難
す
る
と
き
は
孤
立
し
な

い
よ
う
に
隣
近
所
で
声
を
か
け
合
お
う
！
」
「
早
目
に

判
断
・
行
動
を
し
よ
う
！
」
な
ど
具
体
的
な
行
動
目
標

を
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
ま
し
た
。
 

又
、
完
成
し
た
マ
ッ
プ
を
活
用
し
水
害
に
備
え
る
た
め

に
、
防
災
訓
練
の
実
施
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

詳
し
く
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
⇒
 

 
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
流
れ

 

第
３
回

 
草
津
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！

 
●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
の
完
成
に
向
け
て
話
合
い
を
し
ま
し
た

 
「
草
津
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
進
め
、

防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

第
３
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
平
成
１
８
年
１
２
月
９
日
に
草
津
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
４
０
名
の
ご
参
加
が
あ
り
、

マ
ッ
プ
案
完
成
に
向
け
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
「
か
わ
ら
版
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

か わ ら 版 
 

●
 
問
合
せ
先
 
草
津
市
産
業
建
設
部
河
川
課
 

●
 
電
話
：
0
7
7
-
5
6
1
-
2
3
9
7
(ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
) 
 

●
 
F
A
X
：
0
7
7
-
5
6
1
-
2
4
8
7
 

平
成
１
８
年
１
２
月
９
日
号

 

●
 
洪
水
を
学
ぶ
 

『
情
報
入
手
に
つ
い
て
』
 

●
 
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
(
案
)
を
完
成
さ
せ
よ
う
 

●
 
行
動
計
画
を
考
え
よ
う
！
 

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ふ
り
か
え
り
な
が

ら
、
マ
ッ
プ
(
案
)
の
完
成
に
向
け
て
確
認
を
し
、

行
動
計
画
や
マ
ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。
 

 
 

第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
う
け
て
●

 
草
津
市
の
う
ご
き

 
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
う
け
て
、
市

は
「
民
間
施
設
と
の
協
定
」
「
避
難
勧
告
の
基
準
」

な
ど
に
つ
い
て
協
議
や
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

又
、
市
長
か
ら
今
年
９
月
に
施
行
さ
れ
た
「
草
津
市

浸
水
対
策
に
関
す
る
条
例
」
の
仕
組
み
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

●
防
災
情
報
の
入
手
●

 
滋
賀
県
土
木
交
通
部
河
港
課
 

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
琵
琶
湖
河
川
事
務
所

 
携
帯
電
話
や
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
雨
量
や
水
位
の
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

内
容
や
操
作
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
ま
し
た
。
  

 

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
成
果
を
ふ
り
か
え
り
 

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
 

最
終
確
認
を
し
ま
し
た

 

 

避
難
情
報
の
伝
達
方
法
や
 

マ
ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て
も
 

考
え
ま
し
た
 

第
１
回
 

Ｈ
1
８
.９
.３
０
（土
）
 

第
２
回
 

Ｈ
1
８
.１
０
.２
９
（
日
）
 

第
３
回
 

Ｈ
1
8
.1
２
.９
（
土
）
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―
草
津
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
の
完
成
に
向
け
て
話
合
い
を
し
ま
し
た
―

 

グ
ル
ー
プ
①

 
●
草
津
川
上
流
ブ
ロ
ッ
ク

 
●
志
津
地
区
・
志
津
南
地
区
・
草
津
学
区

 

●
洪
水
時
避
難
場
所

 
洪
水
時
は
、
川
を
渡
ら
ず
に
避
難
場
所
に
避
難
す
る
。
地
震
時
と
洪
水
時
で
は
、
避
難

場
所
が
異
な
る
こ
と
を
地
域
住
民
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
●
情
報
の
伝
達

 
避
難
に
関
わ
る
情
報
の
伝
達
は
、
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
避
難
者
の
点
呼
・
確

認
を
行
う
。
寺
の
鐘
で
地
域
住
民
に
避
難
を
知
ら
せ
る
方
法
も
今
後
検
討
し
た
い
。
（
寺
の

了
承
を
得
る
必
要
が
あ
る
）
 

●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

 
マ
ッ
プ
を
使
う
防
災
訓
練
が
必
要
！

 
草
津
川
の
ゴ
ミ
を
拾
う
『ク
リ
ー
ン
作
戦
』
と
合
同
で
避
難
訓
練
が
で
き
な
い
か
な
？

 

グ
ル
ー
プ
②

 
●
草
津
市
西
部
及
び
草
津
川
下
流
ブ
ロ
ッ
ク

 
●
矢
倉
学
区
・
老
上
学
区
・
山
田
学
区

 

●
情
報
の
伝
達

 
子
ど
も
・
大
人
・
お
年
寄
り
・
身
障
者
…
地
域
住
民
全
員
に
避
難
に
関
わ
る
情
報
が
伝
達
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
内
会
に
入
っ
て
い
な
い
住
民
へ
の
連
絡
が
課
題
だ
。

 
サ
イ
レ
ン
や
鐘
の
音
を
使
っ
て
避
難
情
報
を
伝
達
で
き
る
と
よ
い
。
昭
和
２
８
年
の
水
害

で
は
、
草
津
川
の
堤
防
が
振
動
し
て
い
る
の
を
察
知
し
た
自
警
団
が
、
寺
の
鐘
を
鳴
ら
し
て

住
民
に
知
ら
せ
全
戸
避
難
し
、
大
災
害
で
あ
っ
た
が
死
者
が
出
な
か
っ
た
。

 
●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

 
ゴ
ミ
集
積
場
な
ど
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
マ
ッ
プ
を
掲
示
し
、
啓
発
を
行
う
。

 
水
害
に
対
す
る
防
災
訓
練
は
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
。
地
域
住
民
が
マ
ッ
プ
を
理
解
す
る

 
た
め
に
は
防
災
訓
練
が
必
要
。

 

 

●
金
勝
川
及
び
草
津
市
街
地
ブ
ロ
ッ
ク

 
●
大
路
地
区
・
渋
川
学
区
・
笠
縫
東
学
区
・
笠
縫
学
区

 

●
民
間
施
設
と
の
協
定

 
大
路
地
区
や
渋
川
学
区
は
、
市
街
地
で
常
に
多
く
の
人
が
い
る
地
域
な
の
で
、
避
難
場
所

の
収
容
人
数
を
で
き
る
だ
け
多
く
確
保
し
た
い
。
民
間
施
設
と
の
協
定
を
進
め
る
。

 
●
情
報
の
伝
達

 
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
こ
と
が
重
要
。
早
い
段
階
で
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に

備
え
た
い
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
協
力
な
ど
が
情
報
伝
達
に
有
効
で
は
？
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
雨
量
や
水
位
情
報
を
入
手
で
き
る
が
、
操
作
に
慣
れ
る
た
め
に
練
習
が
必
要
だ
。

 
●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

 
頭
で
覚
え
て
も
ダ
メ
・
体
で
避
難
を
覚
え
る
た
め
に
防
災
訓
練
が
必
要
！

 
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
他
の
行
事
と
合
同
で
防
災
訓
練
を
行
う
。

 

 

●
草
津
市
北
部
及
び
野
洲
川
ブ
ロ
ッ
ク

 
●
常
盤
学
区
・
笠
縫
東
学
区

 

●
集
合
場
所

 
災
害
時
は
、
町
会
館
な
ど
の
集
合
場
所
に
ま
ず
集
合
し
、
そ
こ
で
安
否
確
認
や
状
況
判
断

を
し
た
上
で
、
次
の
避
難
行
動
（洪
水
時
避
難
場
所
へ
の
移
動
）を
す
る
。
高
齢
者
が
多
い

地
域
な
の
で
、
避
難
し
遅
れ
る
人
が
い
な
い
よ
う
に
地
域
住
民
で
協
力
し
て
避
難
を
す
る
。

 
●
情
報
の
伝
達

 
情
報
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
、
町
会
や
自
主
防
災
組
織
が
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
。

 
家
族
で
、
日
頃
か
ら
災
害
時
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く
。

 
●
平
常
時
の
備
え

 
土
嚢
袋
・
ゴ
ム
ボ
ー
ト
・
つ
え
・ロ
ー
プ
・
浮
き
輪
・ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
備
え
が
あ
れ
ば
、

 
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
。

 

 

《
目
標
》

 
増
水
時
は

 
川
に
近
づ
か
な
い
で
！

 
複
数
で
避
難
し
よ
う
！

 
 

自
助
・
共
助
・
公
助

 
弱
者
を
誘
導
し
よ
う
！

 

《
目
標
》

 
災
害
で
落
す
な
命
！

 
早
め
の
避
難
を

 
心
が
け
よ
う
！

 
 

避
難
す
る
時

 
隣
近
所
で
声
か
け
合
お
う
！

 

《
目
標
》

 
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
逃
す
な

 
早
く
正
し
く
情
報
を
つ
か
も
う
！

 
 
絶
対
ひ
と
り
で
は
あ
か
ん

 
向
こ
う
三
軒
両
隣

 
一
緒
に
駆
け
出
せ
避
難
所
に

 

《
目
標
》

 
洪
水
時
は
、
ま
ず
集
合
場
所
へ
！

 
み
ん
な
の
安
全
確
認
し
よ
う

 
 

子
ど
も
・
お
年
寄
り
・
身
障
者

 
助
け
合
っ
て

 
早
め
の
判
断
・早
め
の
避
難
！

 

■
避
難
勧
告
に
つ
い
て

 
避
難
準
備
情
報
・
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
を
発
令
す
る
目
安

と
な
る
指
標
の
設
定
に
向
け
て
、
現
在
関
係
機
関
が
協
議
中

で
す
。
避
難
勧
告
に
関
す
る
情
報
を
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

掲
載
で
き
る
よ
う
に
、
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
 
■
寺
の
鐘
に
よ
る
避
難
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
寺
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
、
避
難
情
報
を
地

域
住
民
に
伝
え
る
の
が
有
効
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。
過
去
の
災
害
で
も
、
寺
の
鐘
を
合
図
に
避
難
を
行
っ
た
そ

う
で
す
。
寺
の
鐘
を
、
避
難
情
報
伝
達
の
手
段
と
し
て
使
う
た

め
に
は
、
寺

(檀
家
・
門
徒

)の
了
承
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■
防
災
訓
練
の
実
施

 
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
完
成
し
た
後
、
洪
水
時
の
防
災
訓

練
を
実
施
し
た
い
と
い
う
意
見
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

 
今
後
、
市
は
地
域
の
み
な
さ
ん
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 ■
今
後
の
予
定

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

(案
)を
も
と

に
、
マ
ッ
プ
の
製
作
・
印
刷
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
末
に
市

民
の
み
な
さ
ん
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

 

■
民
間
施
設
と
の
協
定
に
つ
い
て

 
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
緊
急
避
難
場
所
と
し
て

民
間
施
設
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
、
話
し
合
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
民

間
施
設
と
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
て

 
草
津
市
か
ら
の

 
報
告
で
す

 

グ
ル
ー
プ
③

 

住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
に
基
づ
く
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
案
）
が
完
成
し
、
行
動
計
画
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
完
成
し
た
案
を
も
と
に
、
マ
ッ
プ
の
製
作
・
印
刷
を
行
い
、
今
年
度
末
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

 

グ
ル
ー
プ
④
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